
中研

暑熱の悪影響と飼料からのアプローチ

　

　夏場になると、搾乳牛において、繁殖
性、乳量及び乳成分が低下することが
知られています。この報告はホルスタイ
ン種から得られたデータが中心ですが、
黒毛和種繁殖牛においても、暑熱の悪
影響を受けていると考えられます。

　黒毛和種繁殖牛では、異常乳である
アルコール不安定乳を産生することが
散見されます（図１）。
　この乳汁を飲んだ子牛は白痢を引き
起こし、健全性を損うため（岡田ら、１９９
７）、アルコール不安定乳が発生しない
ように繁殖牛を管理する必要がありま
す。また、アルコール不安定乳の重症化

度合いを示す「アルコール不安定度」と
子牛の１日平均増体量（ＤＧ）の関係性
を当室で調査したところ（図２）、子牛の
性別にかかわらず、アルコール不安定度
と子牛のＤＧには負の相関関係があり、
アルコール不安定乳を飲んでいる子牛
は発育性が乏しいことが分かりました。

　アルコール不安定乳の発生原因とし
て、環境（季節）、疾病発症、ホルモン、飼
料給与状態などが関与していると報告さ
れています。当室では、繁殖牛の乳汁の
アルコール不安定度に季節の影響があ
るか調査しました。適温期に飼育した繁
殖牛と暑熱期に飼育した繁殖牛の乳汁
を分娩後５日間採取してアルコールテス
トを行い、正常な乳汁（スコア０）を産生
した繁殖牛の割合をグラフ化しました
（図３）。その結果、暑熱群の乳汁のアル
コール不安定乳非発生割合は対照群よ
り低下しました。すなわち、夏場になると
アルコール不安定乳の発生が増加する
可能性が示されました。

　また、生後５日間の子牛のＤＧを比較
しました（図４）。暑熱群のＤＧは対照群
より低下しました。低下の一因として、繁
殖牛の乳汁のアルコール不安定化増加
が考えられました。以上の結果から、子
牛の健全性を維持し、発育を良好にする
ためにも、乳質に着目した繁殖牛の管理
も重要かもしれません。

　繁殖牛では、エネルギー不足やタンパ
ク質過剰の飼料を給与することにより、
アルコール不安定乳が発生することが
あります。例えば、飼料のＴＤＮ（可消化
養分総量）充足率がほぼ８０％以下で推
移した群は、飼料ＴＤＮ充足率の高かっ
た群よりもアルコール不安定度は高い
値を示しました。また、飼料の可消化粗
タンパク質充足率が２００％を超えるよう
な高値だった時はアルコール不安定度
が高い値を示しましたが、可消化粗タン
パク質充足率を正常値の範囲内にした
時は低い値を示しました（岡田ら、２００
１）。暑熱時のエネルギー要求量は適温
時に比べて高くなりますし、暑熱期はタ
ンパク質代謝異常が生じることが報告さ
れていることから、夏の暑さが本格化す
る前に飼料内容を見直して今年の夏を
乗り切りましょう。

気象庁の「暖候期予報」によると、2023年6月～8月（3カ月間）の平均気温は、
北日本・東日本・西日本で平年並みか高く、沖縄・奄美で、平年並みの予
想となっています。本号では、黒毛和種繁殖牛に対する暑熱の悪影響と飼料
からのアプローチ、サシバエ対策についてご紹介します。笠間乳肉牛研究室
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　全農ＥＴ研究所は北海道十勝地方の
上士幌町に本場を構え、岩手県、茨城県
及び福岡県に分場を置いています。受精
卵（主に黒毛和種の体内受精卵）や、それ
らをＥＴした乳用種妊娠牛の製造・供給、
生産現場に出向いての採卵や受精卵移
植、更には研究開発を行っています。１９９
９年に発足して以降、受精卵の供給実績
は年々増加しており、２０２１年度はつい
に３万個の大台を突破しました（図１）。

　日本の夏の暑さは年々厳しさを増して
おり、各地で４０℃近い猛暑を記録する
など、暑熱ストレスを避けられない状況

です。暑熱ストレスは乳牛にさまざまな
弊害を引き起こしますが、繁殖成績の低
下も例外ではなく、「夏場の人工授精の
受胎率が１０％前後だった」との話を耳
にしたこともあります。その後、気候が落
ち着いた秋に受胎したとしても、翌年の
春産み分娩頭数を確保できないばかり
か、分娩する頃には再び夏が到来し、分
娩事故や周産期疾病の危険性が高まる
といった悪循環に陥ることもあります。
　そこで利用していただきたいのが、当
研究所で行う「シンクロＥＴ」事業です。
農家採卵事業を推し進めていく中で、体
内新鮮卵の最大の特徴である「高受胎
性」を最大限に活かすため、採卵牛と並
行して受卵牛を同期化しておき、採卵当
日から翌々日にかけて移植する「シンク
ロＥＴ」事業を２０１５年から開始しました
（図２）。１７～１８年度にかけて、当研究
所職員が実施した月別シンクロＥＴの集
計データでは、夏場でも６０％前後の受
胎率を維持し（６月：６１．１％、７月：６５．
１％、８月：５８．４％、９月：５９．７％）、暑熱
期においても受胎頭数確保に有効な手
段であることが確認できました（図３）。
　なお、シンクロＥＴ事業の一環として、

農家採卵事業で採取した体内新鮮卵の
提供も行っています（ちくさんクラブＨＰ
で１２３号１０ｐを参照）。地域によっては
配送の調整ができる可能性もあります
ので、興味のある方は当研究所までぜ
ひお問い合わせください。

　株式会社科学飼料研究所と全農ＥＴ
研究所は共同で、暑熱対策用混合飼料
“なつこ”を開発しました（図４）。血管拡
張作用が期待されるナイアシン（バイパ
ス製剤）を配合することで、体外への熱
放散を促進し、胚死滅の大きな原因とな
る体温の上昇を軽減できます。また、ビタ
ミン類も配合しているため、暑熱ストレス
への抵抗性も期待できます。

今号より、全農ET研究所で定期連載させていただくことになりました。受精卵
業界を取り巻く状況、技術情報などを提供する場とさせていただく予定です。
今回は、ET研の概要と、夏場の受精卵移植の活用等についてご紹介します。

ET 研究所について

夏場の受精卵移植の活用

暑熱対策用混合飼料“なつこ”

ご案内

http://etken-blog.lekumo.biz/
※1　採取したET卵は、検卵後、①移植に適したもの（凍結もしくは新鮮ET卵として同日移植）、②移植に適さないもの、に選別。
※2　農家採卵で十分な個体のET卵が採取できない可能性があるため、凍結卵を準備。

夏場の受精卵移植と暑熱対策用混合飼料

　全農ＥＴ研究所では、ブログで繁殖
技術の最新情報の紹介や凍結卵リス
トの発信も行っています。

図 1　全農ET研究所の年度別受精卵供給実績
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図 4　“なつこ” パンフレット

全農ET研究所ブログ

図 2　シンクロETの概要

図 3　月別シンクロET成績

受
胎
率（
％
）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月
0
10
20
30
40
50
60
70

100
※3月は未実施

「夏場対策のポイント」

Ｄ
Ｇ（
kg
／
日
）

0.2

0.4

0.6

雄

y = -0.1809x+1.0528
R² = 0.4058

y = -0.1142x+0.9236
R² = 0.3712

雌

0.8

1

1.2

図 1　乳汁のアルコールテスト（乳汁と７０%アルコールを
              1：1の割合で混合）結果（左：正常、右：異常）

図 3　季節別の乳汁のアルコール不安定乳非発生（正常な乳汁
　　　　を産生した）牛の割合（左：適温期、右：暑熱期）

図 4　季節別の子牛の1日平均増体量
          （左：適温期、右：暑熱期）
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※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。
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図 2　８週間のアルコール不安定度と１０カ月間
　　の子牛の１日平均増体量（DG）の関係

※アルコール不安定度はスコアが高いほど重度
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